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こ
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と
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づ
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そ
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コ
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豊
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砂
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豊
年
万
作
双
子
に
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子
子
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五
人

若
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山
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へ
移
動
販
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救
世
主

山
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雅
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へ
そ
く
り
を
た
び
た
び
移
動
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て
忘
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兵
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チ
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カ

子
育
て
に
田
舎
最
適
移
住
す
る
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勢
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恵

移
り
香
に
ピ
ン
と
き
て
い
る
妻
の
勘山

本　
　

節

総
入
れ
歯
甘
い
時
代
も
あ
っ
た
っ
け大

崎　

五
葉

失
敗
は
脇
の
甘
さ
よ
お
人
好

熊
本　

忠
眞

甘
い
話
に
乗
っ
て
財
産
水
の
泡

菅
原　

由
紀

猪
を
甘
く
見
て
居
た
い
も
畑

渡
辺　

光
男

発
想
を
変
え
て
人
生
い
き
い
き
と

米
子　

達
雄

ひ
よ
し
川
柳
会

解
説
・
等
妙
寺
縁
起
と
鬼
北
の「
お
に
」伝
説
⑤

　

等
妙
寺
縁
起
に
は
開
基
以
後
の
等
妙
寺
の
歴
史
が
叙
述
さ
れ
、
こ
れ

の
大
部
分
を
占
め
る
の
が
等
妙
寺
の
開
基
伝
承
で
あ
る
と
い
う
の
は
前

回
ま
で
に
紹
介
し
ま
し
た
（
広
報
き
ほ
く
９
月
号
参
照
）。
今
回
は
そ

の
内
容
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

等
妙
寺
縁
起
に
記
さ
れ
た
開
基
説
話
の
１
話
目
は
、
曽
我
兄
弟
が
登

場
し
ま
す
。
等
妙
寺
の
開
山
僧
、
理
玉
和
尚
が
奈
良
山
山
中
で
寺
院
の

建
立
場
所
を
決
め
る
た
め
に
21
日
間
、祈
祷
を
行
う
儀
式
、修
法
を
終
え
、

下
山
す
る
途
中
、
二
人
の
若
者
に
出
会
い
ま
す
。
こ
の
二
人
が
実
は
奈

良
山
に
棲
む
、
曽
我
兄
弟
の
亡
霊
で
し
た
。
理
玉
は
、
彼
ら
の
住
居
に

泊
め
て
も
ら
っ
た
際
、
争
い
の
絶
え
な
い
世
界
、
修
羅
道
に
迷
っ
て
苦

し
む
彼
ら
に
授
戒
（
仏
弟
子
と
な
る
べ
く
遵
守
す
べ
き
戒
め
を
授
け
、

成
仏
さ
せ
る
た
め
の
儀
式
）
を
施
し
、
蘇
生
さ
せ
ま
し
た
。
二
人
は
、

理
玉
和
尚
の
寺
院
建
立
、
法
華
経
安
置
に
よ
っ
て
信
心
を
深
め
た
と
い

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
等
妙
寺
は
曽
我
兄
弟
の
菩
提
を
弔
う
寺
と
し
て
建

て
ら
れ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　

等
妙
寺
縁
起
の
開
基
説
話
の
２
話
目
に
は
、
鬼
王
・
段
三
郎
が
登
場

し
ま
す
。
理
玉
和
尚
が
黒
土
郷
目
黒
村
（
現
在
の
松
野
町
目
黒
）
の
奥

山
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
棲
む
年
老
い
た
二
人
の
老
人
に
会
い
ま

し
た
。
こ
の
二
人
の
老
人
が
実
は
曽
我
兄
弟
の
従
者
、
鬼
王
と
段
三
郎

だ
っ
た
の
で
す
。
理
玉
は
修
羅
の
道
で
苦
し
む
彼
ら
の
主
君
、
曽
我
兄

弟
を
救
済
し
た
の
で
、
彼
ら
は
そ
の
報
恩
の
た
め
、
牛
玉
、
鹿
玉
、
大

豆
の
三
粒
を
献
じ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
牛
玉
、
鹿
玉

は
現
存
し
、
現
等
妙
寺
に
伝

わ
り
、「
鬼
王
段
三
郎
」
と

書
か
れ
た
位
牌
も
ま
た
、
現

等
妙
寺
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
野
町
目
黒
に
は
、

曽
我
兄
弟
の
墓
碑
や
地
形
石

が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

▲現等妙寺で供養される
　鬼王段三郎の位牌
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